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ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
生
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
も
今
年
で
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。
当
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
エ
ッ
セ

イ
部
門
と
ス
ピ
ー
チ
部
門
の
二
部
門
か
ら
な
り
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
で
日
本
語
を
学
習
す
る
大
学
生
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
学
習
者
の
皆
様
に
日
頃
の
学
習
成
果
の
発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
日
本
に
つ
い
て

よ
り
一
層
知
っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
に
あ
る
大
学
か
ら
エ
ッ
セ
イ
部
門
は
二
十
四
作
品
、
ス
ピ
ー
チ
部
門
に
は
十

九
作
品
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
エ
ッ
セ
イ
部
門
で
は
、
「
私
の
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
に
行
っ
た
思

い
出
や
日
本
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
、
自
ら
の
経
験
等
に
基
づ
い
た
様
々
な
視
点
か
ら
述
べ
ら
れ
た
甲
乙
つ

け
が
た
い
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ど
の
作
品
か
ら
も
、
日
本
へ
の
思
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
部
門

で
は
、
童
話
、
人
間
と
人
の
違
い
、
日
本
の
服
、
日
本
の
自
然
観
な
ど
、
様
々
な
内
容
の
原
稿
が
集
ま
り
、
こ
ち
ら
も

原
稿
を
見
た
限
り
で
は
甲
乙
つ
け
が
た
く
、
ス
ピ
ー
チ
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
エ
ッ
セ
イ
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
日
本
語
教
育

関
係
者
や
一
般
の
方
々
に
も
知
っ
て
頂
く
た
め
に
本
小
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
小
冊
子
が
日
本
語
学
習
者
の
刺

激
と
な
り
、
次
回
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
り
多
く
の
参
加
者
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
審
査
員
の
方
々
、
賞
品
を
ご
提
供
下
さ
い
ま
し
た
企
業
・

団
体
の
方
々
の
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
四
月 

 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事 

 

 
 
 

姫
野 

勉 
 



   

 

 
 
 

第 5 回日本語コンテストプログラム 

平成 27 年 4 月 11 日（土） 1 時より 

 

 

１．開会の辞       

２．挨拶        在ボストン日本国総領事館総領事  姫野 勉 

３．審査員紹介  

４．スピーチ 中級の部             
(1) Austin Luor Brandeis University 家族のような日本 

(2)  Michelle Lin Boston College 自分の周りを見てみよう 

(3) Olamma 

Nzenbe-Williams 

Brown University 私の言語 

(4) Xiwen Zong Boston College 日本人の自然観 

(5) Qiwen Wang UMass Amherst 幻の国？ 

(6) Zhechun Wang Mount Holyoke College 『女子力』はどうしようかな？ 
 

 

５．スピーチ 上級の部 
(1) Ha Min Kim Wesleyan University 言語の勉強で日韓の橋を架ける 

(2) Daniel Morales Boston College 私が留学から学んだこと 

(3) Yining Dai Middlebury College 自分へのご褒美 

(4) Kenneth Mai Harvard University 多様社会における平和共存の可能性 

(5) Xixi Zhao Northeastern University 歌から習う日本語 

(6) Yilun Chen   UMass Amherst 布団が吹っ飛んだ 
 

 

６．エッセイ部門入賞者への賞状・副賞授与 

７．スピーチ部門審査講評および結果発表    

  在ボストン日本国総領事館首席領事  薄井 次郎 

８．スピーチ部門入賞者への賞状・副賞授与                              

 ９．レセプション                                               

           

 

 



 

審
査
員 

エ
ッ
セ
イ
部
門 

作
田 

貴
志 

 
 
 
 
 
 

講
談
社
ア
メ
リ
カ
上
席
副
社
長 

セ
イ
ヤ
ー 

桂
子 

 

ボ
ス
ト
ン
日
本
協
会
理
事 

西
川 
迅 

 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
朝
日
新
聞
記
者
） 

森
田 
喜
代
子 

 
  

タ
フ
ツ
大
学
日
本
学
科
日
本
語
講
師 

 

横
山 

勝
寿 

 
 
  

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
校
長 

 

薄
井 

次
郎 

 
 
 
 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
首
席
領
事 

審
査
員 

ス
ピ
ー
チ
部
門 

 

井
熊 

康
之 

 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当 

グ
ラ
ハ
ム 

智
子 

 
 
 

ノ
ー
ブ
ル
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ノ
ー
・
ス
ク
ー
ル
日
本
語
教
師 

坂
本 

一
之 

 
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
産
経
新
聞
記
者
） 

作
田 

貴
志 

 
 
 
 
 
 

講
談
社
ア
メ
リ
カ
上
席
副
社
長 

薄
井 

次
郎 

 
 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
首
席
領
事 

染
田
屋
竜
太
（
予
選
） 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
朝
日
新
聞
記
者
） 

高
安 

啓
子
（
予
選
） 
 
 
 

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
教
師 

ホ
ー
マ
ン 

道
子
（
予
選
） 

ボ
ス
ト
ン
ラ
テ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
日
本
語
教
師 

松
村 

さ
と
み
（
予
選
） 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
元
日
本
語
上
級
講
師 

出
場
者
の
大
学
の
日
本
語
教
師
（
自
校
学
生
以
外
を
審
査
） 

 

ご
協
力
頂
い
た
企
業
・
団
体 

 

講
談
社
ア
メ
リ
カ
、 

香
老
舗 

松
栄
堂
、 

ボ
ス
ト
ン
・
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス 

 
 
 
 
  

 
 
  

 
 

 
 

 

（
全
五
十
音
順
）



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エッセイ部門入賞者   

Award Winners 

 

中級レベル Intermediate Division 

 

一位  1
st
 Place 

Shuaichen Wang   UMass Amherst  

 

二位  2
nd

 Place 

Eric Paik Brandais University 

 

三位  3
rd

 Place 

Chu Rou Tang  UMass Amherst 

 

上級レベル Advanced  Division 

 

一位  1
st
 Place 

Yu Zhao   Bowdoin College 

 

二位  2
nd

 Place 

Katherine Carter  Bowdoin College 

 

三位  3
rd

 Place 

Tianyi Wei  Boston College 

 



   

中
級
レ
ベ
ル 

 

一
位 

小
さ
な
国 

 
 
 
 
 
 
 
 

オ
ウ
・
ス
イ
シ
ン 

 

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
一
番
端
の
小
さ
な
島
国
、
そ
の
名
は
、

日
本
。
大
き
さ
は
ア
メ
リ
カ
の
２
５
分
の
１
し
か
な
く
、
資
源

も
豊
富
で
は
な
い
が
、
海
に
囲
ま
れ
、
美
し
い
山
々
が
続
い
て

い
る
。
従
っ
て
、
日
本
人
は
有
限
な
美
し
い
自
然
を
大
事
に
し

て
い
る
。 

 

去
年
一
人
で
日
本
を
旅
行
し
た
。
成
田
空
港
で
飛
行
機
を
降

り
、
「
ち
っ
ち
ゃ
い
空
港
だ
な
ぁ
」
と
思
っ
た
が
、
税
関
を
通

り
抜
け
る
と
、
電
車
は
直
接
空
港
と
連
結
し
、
イ
ン
フ
ラ
も
完

備
さ
れ
、
大
変
便
利
だ
と
感
じ
た
。
特
に
、
空
港
内
の
シ
ャ
ワ

ー
ル
ー
ム
や
ハ
イ
テ
ク
ト
イ
レ
の
機
能
美
に
魅
せ
ら
れ
、
し
ば

ら
く
立
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。 

 

旅
に
出
る
前
に
事
前
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
大
阪
を
中
心
と

し
た
関
西
に
は
、
昔
か
ら
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
関
西
へ
行
っ
た
ら
、
い
い
思
い
出
が
作
れ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
場
所
は
、
京
都
の
二
条
城
で

あ
る
。
二
条
城
の
二
の
丸
御
殿
の
玄
関
で
靴
を
脱
ぎ
、
御
殿
に

上
が
っ
た
が
、
撮
影
禁
止
だ
っ
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
そ
の
豪

華
で
美
し
い
部
屋
は
残
せ
な
か
っ
た
。
古
い
木
で
で
き
た
床
の

上
を
歩
く
と
、
継
ぎ
目
が
ぎ
い
ぎ
い
と
鳴
り
、
古
き
日
本
の
歴

史
が
感
じ
ら
れ
た
。
日
本
人
が
文
化
遺
産
の
保
護
を
重
ん
じ
て

い
る
こ
と
を
心
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

ま
た
、
「
世
界
最
大
」
と
言
わ
れ
て
い
る
「
コ
ミ
ケ
」
が
東

京
で
あ
り
、
三
日
間
で
６
０
万
人
も
集
め
た
ら
し
い
。
電
車
降

り
場
か
ら
会
場
ま
で
大
勢
の
人
で
ぎ
っ
し
り
埋
ま
っ
て
い
た

が
、
み
ん
な
き
ち
ん
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
長
い
列
に
礼
儀
正
し

く
並
ん
で
い
て
、
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

大
会
が
終
わ
り
、
退
場
す
る
フ
ァ
ン
達
が
ゴ
ミ
を
片
付
け
る
姿

を
見
て
、
美
し
い
景
観
を
大
切
に
す
る
自
主
的
な
精
神
に
感
動

し
た
。 

 

美
し
い
国
は
、
美
し
い
人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。
日

本
の
国
土
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
日
本
人
の
美
し
い
国
を
思
う
気

持
ち
は
大
き
い
。
日
本
よ
り
大
き
な
国
も
、
美
し
い
国
を
作
る

た
め
に
見
習
う
と
こ
ろ
は
多
い
の
だ
。 

 



   

 

中
級
レ
ベ
ル 

 

二
位 

 
 

 

私
の
日
本 

 
 
 
 
 
 

パ
イ
ク
ー 

エ
リ
ッ
ク 

 

世
界
経
済
の
中
心
に
あ
る
日
本
は
今
で
も
大
勢
の
外
国
人
が
関
心

を
持
っ
て
い
る
国
で
あ
る
。
日
本
の
マ
ン
ガ
や
日
本
食
の
国
際
的
な

人
気
は
日
本
の
文
化
が
ど
こ
ま
で
世
界
的
に
愛
さ
れ
る
か
教
え
て
い

る
。
私
も
外
国
人
と
し
て
日
本
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

た
だ
日
本
経
済
の
力
や
マ
ン
ガ
の
た
め
じ
ゃ
な
い
。
今
ア
メ
リ
カ
の

大
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
私
は
、
韓
国
で
十
六
年
間
住
ん
で

い
た
ア
メ
リ
カ
人
。
私
は
十
六
年
間
日
本
か
ら
一
番
近
く
に
あ
る
国

で
日
本
を
見
て
い
た
。
そ
の
私
に
と
っ
て
日
本
は
特
別
な
意
味
で
い

つ
も
心
に
残
っ
て
い
る
。 

 

私
に
十
六
年
間
地
理
的
に
そ
し
て
文
化
的
に
近
く
に
あ
っ
た
日
本

を
初
め
て
経
験
し
た
時
は
小
学
校
の
時
、
あ
の
時
私
に
日
本
人
の
友

達
が
で
き
た
こ
と
は
、
子
供
だ
っ
た
私
に
初
め
て
外
国
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
を
教
え
た
大
切
な
経
験
だ
っ
た
。
彼
の
名
前
は
田
村
嵩
達
。

今
で
も
時
々
連
絡
す
る
彼
は
子
供
の
時
私
の
隣
人
だ
っ
た
。
彼
も
私

も
英
語
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
時
期
、
私
た
ち
は
相
手
が
何
を
話
し
て

い
る
か
知
ら
な
い
ま
ま
友
情
を
培
っ
た
。
彼
と
友
達
に
な
っ
た
こ
と

で
わ
か
っ
た
の
は
日
本
と
韓
国
の
文
化
が
似
て
い
る
こ
と
。
日
本
の

文
化
の
大
き
い
部
分
は
礼
儀
と
礼
節
で
、
韓
国
と
同
じ
だ
。
私
が
テ

レ
ビ
で
見
て
た
地
震
の
時
の
日
本
の
姿
は
礼
儀
の
理
想
的
な
例
で
、

ま
る
で
礼
儀
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
地
震
の
中
で
も
ち
ゃ
ん
と
並
ん
で

い
る
日
本
の
市
民
た
ち
を
見
な
が
ら
日
本
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
た
。
私
が
見
た
日
本
の
礼
儀
は
韓
国
人
が
理
想
的
に
思
っ

て
い
る
が
実
行
す
る
の
を
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な

日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
私
が
日
本
を
尊
敬
す
る
理
由
の
一
つ

で
あ
る
。 

 

私
に
と
っ
て
日
本
は
一
番
近
く
に
あ
る
隣
人
で
あ
る
。
日
本
語
の

勉
強
を
し
て
い
る
今
、
私
は
そ
の
こ
と
を
以
前
よ
り
も
っ
と
感
じ
て

い
る
。
韓
国
語
と
日
本
語
は
文
法
的
に
似
て
い
る
。
言
語
は
文
化
の

一
部
だ
か
ら
、
日
本
と
韓
国
は
、
た
だ
地
理
的
じ
ゃ
な
く
て
、
色
ん

な
意
味
で
隣
人
だ
と
言
っ
て
も
い
い
。
最
近
は
日
本
に
行
っ
て
い
な

い
が
、
近
い
将
来
に
行
き
た
い
。 

 



   

中
級
レ
ベ
ル 

 

三
位 

 
 
 

 

出
会
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ル
ウ
ェ
ン
・
タ
ン 

 

私
に
と
っ
て
日
本
は
特
別
な
存
在
で
す
。
初
め
て
日
本
に
行
っ
た

時
、
日
本
人
の
優
し
い
話
し
方
や
丁
寧
な
身
振
り
に
大
変
よ
い
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
最
近
は
、
日
本
文
化
を
も
っ
と
深
く
研
究
す
る
た

め
、
太
宰
治
や
東
野
圭
吾
、
有
名
な
日
本
人
作
家
の
翻
訳
を
読
み
ま

す
。
そ
れ
に
、
漫
画
、
劇
、
音
楽
、
料
理
な
ど
、
日
本
文
化
の
一
切

に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
何
時
か
ら
こ
ん
な
に
日
本
の
こ
と
が

好
き
に
な
っ
た
か
と
言
え
ば
、
や
は
り
、
小
さ
い
時
か
ら
仲
の
良
い
、

年
上
の
従
姉
の
影
響
で
す
。
そ
れ
以
来
、
日
本
と
関
係
が
あ
る
こ
と

全
て
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

 

当
時
、
私
の
家
族
は
皆
、
ま
だ
台
湾
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は

小
学
一
年
生
、
従
姉
の
ア
リ
ソ
ン
は
も
う
中
学
生
で
し
た
。
記
憶
の

中
の
従
妹
は
、
何
時
も
面
白
く
て
、
優
し
い
、
一
番
親
切
な
お
姉
ち

ゃ
ん
で
し
た
。
ア
リ
ソ
ン
の
部
屋
に
は
沢
山
漫
画
が
あ
っ
た
の
で
、

放
課
後
ア
リ
ソ
ン
の
家
に
行
っ
て
は
、
一
緒
に
漫
画
を
読
ん
だ
も
の

で
す
。
ま
だ
幼
い
私
は
世
界
の
国
々
の
文
化
を
あ
ま
り
知
ら
な
く
て
、

そ
の
頃
、
初
め
て
、
自
分
が
生
ま
れ
た
国
と
違
う
国
の
文
化
に
触
れ

ま
し
た
。
私
は
好
奇
心
が
大
変
強
く
、
す
ぐ
に
日
本
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
楽
し
い
時
間
は
短
く
、
二
年
生
に

な
っ
た
私
は
両
親
と
共
に
上
海
に
転
居
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
長

い
間
ア
リ
ソ
ン
と
会
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
た
ま
に
電

話
を
す
る
と
、
最
近
ど
ん
な
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
と
か
、
ど
ん
な
曲

を
聞
い
て
い
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
に
何
時
も
わ
く
わ
く
し
ま

し
た
。
今
考
え
て
み
る
と
、
も
し
ア
リ
ソ
ン
が
い
な
か
っ
た
ら
、
私

は
恐
ら
く
日
本
に
こ
ん
な
に
興
味
を
持
た
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
し

た
が
っ
て
、
日
本
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ア
リ
ソ
ン
と
一
緒
に
し
た

愉
快
な
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

ア
リ
ソ
ン
と
作
っ
た
思
い
出
は
全
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ア
リ

ソ
ン
は
新
し
い
道
が
開
け
る
よ
う
に
人
生
の
方
向
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
時
が
経
過
し
、
私
も
階
段
を
一
歩
一
歩
上
り
ま
し
た
。
ア
リ

ソ
ン
に
感
謝
し
な
が
ら
、
私
の
心
に
植
え
て
く
れ
た
日
本
と
い
う
木

を
、
情
熱
を
注
ぎ
な
が
ら
大
切
に
育
て
て
い
き
ま
す
。 

 

 



   

上
級
レ
ベ
ル 

 

一
位 

私
の
日
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ユ
・
ジ
ャ
オ 

 
日
本
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
何
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、
私
は
小
津
安
二

郎
監
督
に
教
え
ら
れ
た
、
自
分
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
と
答
え
る
。 

 

私
は
高
校
時
代
か
ら
米
国
に
留
学
し
て
い
る
。
留
学
先
が
メ
ー
ン

州
だ
っ
た
た
め
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
数
少
な
い
留
学
生
の
一
人
と
し
て
、

す
ご
く
不
安
だ
っ
た
。
周
り
の
友
達
に
好
か
れ
た
い
あ
ま
り
に
、
自

分
を
「
殺
し
て
」
し
ま
っ
た
。
本
来
は
静
か
な
性
格
な
の
に
、
無
理

に
パ
ー
テ
ィ
ー
に
行
っ
た
り
し
て
し
ま
っ
た
。
知
り
合
い
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
嬉
し
か
っ
た
が
、
少
数
派
と
し
て
、
自
分
の
個
性
を
隠
し
、

多
数
に
合
わ
せ
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
の
か
と
、
落
ち
込
ん
だ
。
パ

ー
テ
ィ
ー
に
出
か
け
る
前
、
鏡
を
見
る
の
が
辛
か
っ
た
。
鏡
の
中
の

私
は
ま
る
で
仮
面
を
被
っ
て
い
る
様
だ
っ
た
。 

 

そ
ん
な
私
に
光
を
く
れ
た
の
は
、
大
学
の
映
画
の
授
業
で
見
た
小

津
の
『
東
京
物
語
』
だ
っ
た
。
そ
の
映
画
は
普
通
の
日
本
人
の
日
常

生
活
を
静
か
に
、
淡
々
と
撮
っ
た
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
。
映
画
を
見

終
わ
っ
た
時
、
教
授
に
な
ぜ
こ
の
映
画
が
傑
作
と
し
て
世
界
中
で
認

め
ら
れ
た
の
か
と
尋
ね
た
。
す
る
と
、
教
授
は
笑
い
な
が
ら
、
小
津

が
愛
す
る
母
国
の
美
し
さ
を
、
純
粋
に
表
そ
う
と
し
た
こ
と
は
、
素

晴
ら
し
こ
と
で
は
な
い
か
と
問
い
か
返
し
た
。 

 

そ
う
な
の
だ
。
彼
は
あ
り
の
ま
ま
の
日
本
を
世
界
に
見
せ
よ
う
と

し
た
だ
け
な
の
だ
。
こ
の
映
画
が
製
作
さ
れ
た
当
時
の
日
本
は
、
敗

戦
国
と
し
て
自
信
を
失
く
し
て
い
た
時
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

小
津
は
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
続
け
、
敢
え
て
母
国
の
あ
り

ふ
れ
た
日
常
生
活
で
勝
負
し
た
。
私
は
小
津
が
「
日
本
人
は
、
日
本

人
な
ん
だ
よ
。
そ
れ
以
上
で
も
、
以
下
で
も
な
い
」
と
言
っ
て
い
る

様
に
聞
こ
え
た
。
こ
れ
は
、
少
数
派
と
し
て
自
分
ら
し
さ
を
捨
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
、
諦
め
て
い
た
中
国
人
留
学
生
の
私
の
心

に
響
い
た
。
私
は
、
小
津
に
「
お
前
は
、
お
前
な
ん
だ
よ
」
と
肩
を

叩
か
れ
た
気
が
し
た
。 

 

「
私
は
、
私
で
し
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
分
か
っ
た

私
に
は
、
仮
面
は
も
う
必
要
な
い
。
今
の
私
に
は
鏡
を
見
る
の
が
怖

く
な
い
。
自
分
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
、
そ
れ
が
小
津
か
ら
学
ん
だ
こ

と
だ
。
こ
れ
こ
そ
が
、
私
の
大
切
に
し
た
い
日
本
で
あ
る
。 

  



   

上
級
レ
ベ
ル 

 

二
位 

も
っ
た
い
な
い 

 
 
 
 

ケ
イ
テ
イ
ー
•
カ
ー
タ
ー 

 
 

私
の
祖
母
は
他
の
人
と
少
し
違
う
と
思
っ
て
い
た
。
五
歳
の
時
、
母
に
、

実
は
祖
母
は
日
本
人
だ
と
教
え
ら
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
く
な
っ
て
皆
に
そ

の
事
を
教
え
て
回
っ
た
。
高
校
の
時
、
祖
母
と
二
人
で
日
本
に
行
っ
た
時
、

や
は
り
祖
母
が
特
別
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

祖
母
の
兄
が
死
に
そ
う
な
病
気
に
な
り
、
私
も
祖
母
と
一
緒
に
日
本
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
高
松
市
の
祖
母
の
姉
の
家
に
泊
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
日
本
の
家
の
習
慣
を
色
々
習
っ
た
。
ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ
パ
を
庭

で
履
い
て
、
祖
母
に
と
て
も
怒
ら
れ
た
り
し
た
。
し
か
し
、
一
番
大
切
な

レ
ッ
ス
ン
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
意
味
を
知
る
こ
と
だ
っ
た
。 

 

晩
ご
飯
に
生
の
オ
ク
ラ
が
出
た
が
、
私
は
全
部
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。

形
が
ち
ょ
っ
と
変
だ
と
思
っ
た
。
す
る
と
、
祖
母
が
厳
し
く
「
も
っ
た
い

な
い
」
と
言
っ
た
。
聞
い
た
こ
と
の
な
い
言
葉
だ
っ
た
の
で
意
味
を
聞
く

と
、
祖
母
は
「
出
さ
れ
た
食
べ
物
は
全
部
食
べ
な
さ
い
」
と
だ
け
言
っ
た
。 

 

祖
母
達
に
戦
争
中
の
話
を
色
々
聞
い
た
。
食
べ
物
も
物
も
な
く
て
、
兄

弟
四
人
が
一
つ
の
布
団
で
寝
た
り
し
て
、
生
活
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
。

あ
る
時
、
曽
祖
父
が
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
言
っ
て
、
外
で
拾
っ
た
布
団

を
頭
に
の
せ
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
だ
。
祖
母
は
そ
の
話
を
笑
い
な
が
ら
話

し
て
い
た
が
、
私
は
少
し
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
意
味
が
分
か
っ
た
。
「
物

を
む
だ
に
し
な
い
こ
と
」
だ
と
思
っ
た
。 

 

日
本
で
祖
母
は
、
毎
朝
と
て
も
早
く
起
き
て
い
た
。
私
は
、
ど
う
し
て

そ
ん
な
に
早
く
起
き
る
の
か
と
聞
い
た
。
す
る
と
ま
た
、
「
も
っ
た
い
な

い
か
ら
」
と
言
わ
れ
た
。
日
本
で
の
祖
母
は
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、

多
く
の
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
兄
の
お
見
舞
い
に
行
っ
た
り
、
兄

弟
達
と
思
い
出
話
を
し
た
り
、
忙
し
そ
う
だ
っ
た
。
だ
が
、
祖
母
は
何
か

嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。
私
は
気
が
つ
い
た
。
祖
母
は
、
日
本
で
家
族
と
一
緒

に
い
る
時
間
を
大
切
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
。「
も
っ
た
い
な
い
」

は
、
物
を
む
だ
に
し
な
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
色
々
な
こ
と
大
切
に
す

る
哲
学
な
の
だ
と
分
か
っ
た
。 

 

あ
れ
か
ら
、
私
も
祖
母
の
よ
う
に
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
心
を
大
切
に

し
て
い
る
。
私
も
祖
母
の
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
。 

 



   

上
級
レ
ベ
ル 

 
 

三
位 

私
を
救
っ
た
万
華
鏡
の
世
界 

 
 
 

テ
ィ
ア
ニ 

ウ
ェ
イ 

「
万
華
鏡
を
覗
く
と
異
界
の
風
景
が
見
え
る
」
と
い
う
言
葉
が
い

つ
か
ら
か
自
分
の
頭
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
動
か
す
た
び
に
形
を

変
え
、
美
し
い
光
と
影
を
見
せ
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
自
分
の
手
の

中
に
あ
り
な
が
ら
、
決
し
て
そ
の
世
界
に
は
直
接
触
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
目
が
眩
む
よ
う
な
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て

い
る
異
界
の
魅
力
に
吸
い
込
ま
れ
た
。
私
は
日
本
に
行
っ
た
こ
と
は

な
い
。
本
当
の
日
本
は
知
ら
な
い
。
ア
ニ
メ
と
い
う
万
華
鏡
に
浮
か

ん
で
く
る
世
界
が
日
本
と
の
初
対
面
で
あ
っ
た
。 

高
校
時
代
、
私
は
勉
強
に
追
わ
れ
る
だ
け
の
面
白
み
の
な
い
生
活

か
ら
の
脱
却
を
求
め
て
い
た
。
現
実
の
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

責
任
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
た
の
に
、
私
の

灰
（
ハ
イ
）
ス
ク
ー
ル
生
活
か
ら
逃
避
を
試
み
る
と
、
す
ぐ
に
万
華

鏡
の
中
の
日
本
と
出
会
っ
た
。
理
想
し
た
「
日
常
以
上
」
の
生
活
が

そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
級
友
た
ち
と
夜
遅
く
ま
で
学
校
に
残
り
文
化
祭

の
準
備
を
す
る
喜
び
か
ら
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
で
の
冒
険
ま
で
、

ア
ニ
メ
で
見
た
世
界
が
全
部
私
に
教
え
て
く
れ
た
。
実
際
に
私
自
身

の
経
験
で
な
く
て
も
、
ど
ん
な
状
況
で
も
一
生
懸
命
な
日
本
人
の
行

動
が
私
の
心
に
深
く
共
感
し
た
。
だ
か
ら
挫
折
し
そ
う
に
な
る
と
、

こ
の
希
望
と
夢
が
重
な
っ
て
い
る
架
空
空
間
に
自
分
の
心
は
力
を
も

ら
っ
た
。
私
も
今
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
り
、
い
つ
か
昔
の
こ
と

を
思
い
返
す
時
、
後
悔
の
な
い
経
験
を
思
い
出
し
た
い
と
切
に
思
う
。 

こ
の
春
、
私
は
大
学
を
卒
業
し
、
念
願
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル

に
進
学
す
る
。
高
校
か
ら
８
年
間
、
脱
落
せ
ず
に
頑
張
っ
て
来
ら
れ

た
の
も
、
万
華
鏡
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
信
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
万
華
鏡
と
の
付
き
合
い
か
ら
も
し
一
つ
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
し

た
ら
、
そ
れ
は
も
う
過
ぎ
た
時
間
と
失
っ
た
機
会
は
、
取
り
返
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
言
う
こ
と
だ
ろ
う
。
万
華
鏡
の
中
の
日
本
人
が
毎

日
精
一
杯
笑
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
、
掛
け
替
え
の
な
い
思
い
出
を
作

っ
た
り
す
る
姿
を
み
て
い
る
と
、
自
分
も
今
こ
の
瞬
間
を
悔
い
の
な

い
よ
う
に
最
大
限
に
生
き
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
沸
い
て
く
る
。
こ

れ
か
ら
先
の
人
生
の
旅
、
私
は
ず
っ
と
万
華
鏡
を
片
手
に
歩
ん
で
い

く
。 

 



   

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
主
催 

第
六
回
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
の
お
知
ら
せ 

 

次
回
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
年
度
同
様
に
、
ス
ピ
ー

チ
部
門
、
エ
ッ
セ
イ
部
門
に
分
け
て
行
う
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
追
っ
て
在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

       

 

日
に
ち: 

二
〇
一
六
年
四
月
ご
ろ 

 

場
所:

 

グ
レ
ー
タ
ー
ボ
ス
ト
ン
地
域 

 

部
門:

 

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

中
級
・
上
級 

 
 

 
 

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

中
級
・
上
級 

 

対
象:

 

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
に
在
籍
し
て
い

る
大
学
生
（
大
学
院
生
も
含
む
） 

 

お
問
い
合
せ
先:

 
 

 

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館  

大
津
賀 

 
  

 
i
n
focu

l
@
bz.m

o
fa.go

.jp 


